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「タブレット教材を活かした基礎学力と学習意欲向上の取り組み」コンソーシアム 

 

 

１．コンソーシアム設立の目的 

 

岐阜市教育委員会、研究校（藍川中学校、岐阜西中学校）、ベネッセ教育総合研究所に

加え、各専門領域の有識者も参加いただくコンソーシアムを組織し、「タブレット教材を

活かした基礎学力と学習意欲向上の取り組み」に関して主に以下の点を協議する。得ら

れた検証結果・教育知見は、広く公開し、これからの教育への提言を行う。 

 

【協議事項】 

①実証研究の成果と課題の検討 

 ②実証研究の方向性に関する決定 

 ③実証研究に関する発信の検討 

 

 

２．委員 ※敬称略 

 

○有識者 

・益子 典文 （岐阜大学教授） 

・稲垣  忠 （東北学院大学教授） 

・高橋  純 （東京学芸大学准教授） 

・北澤  武 （東京学芸大学准教授） 

 

○学校 

・本多 正明 （藍川中学校長） 

・松巾  昭 （岐阜西中学校長） 

 

○岐阜市教育委員会 

・早川 三根夫（教育長） 

・原 昭雄  （教育政策課長） 

・石神 淳司 （学校指導課長） 

・古田 浩章 （学校指導課主幹） 

・赤地 仁志 （学校指導課主任） 



・波賀野 純也（教育政策課主任） 

 

○ベネッセ教育総合研究所 

・谷山 和成 （所長） 

・木村 治生 （副所長） 

・中垣 眞紀 （カリキュラム研究開発室室長） 

・岡部 悟志 （初等中等教育研究室研究員） 

  

※赤堀侃司先生（日本教育情報化振興会会長、東京工業大学名誉教授）には、取り組みの

全体に関して監修的な立場からご意見をいただく。 

※委員については、適宜必要となるメンバーを追加することがある。 

 

以上 


